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外来生物の問題は、侵入経路の特定、在来生態系への影響評価、駆除・防除手法の開発など

が主な課題であるが、これらに加え、外来生物が定着できるかどうかを左右する要因の解明も重

要であろう。ブラックバスなどは在来種を捕食することで侵入先の環境でも生息できると考えられる

が、一方でコブハクチョウのように、人間からの餌供給が生息を可能にしている一因だと考えられ

る外来種もいる。 

なかでも侵入の初期、外来生物が新たな環境中に足がかりをつくる過程で、人為的な給餌が大

きな役割を果たす可能性がある。個体数がごく少ない時期には外来種の存続可能性も小さいだ

ろうが、そこで人間からの餌供給があると定着を後押ししてしまうことになる。そして一旦個体数が

増加・安定してしまえば、在来生物の捕食や、ニッチの重なる在来種との競合、あるいは種間交雑

を起こすようになり、在来生態系に影響を与えることになる。 

本集会では、外来生物の定着におよぼす人為的な餌供給の効果・影響について情報交換し、

議論したい。どのような外来生物種に対して、餌付けをはじめとする人為的な餌供給が行われて

いるか。そうした餌供給が、外来生物の定着や個体数増加に一役買っているのか。外来生物を減

らす対策として、餌付けの禁止や人為的な餌供給の抑制が功を奏すると考えられるか。そうした課

題について考えたい。 
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